
                           

令和５年度事業報告（概要） 

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 

   鳥取県障がい者就労事業振興センター 

 

 １． 理事会・総会の開催 

  ①総会の開催 

     通常総会：令和5年5月26日開催 出席者95人(会員)   

     臨時総会：令和6年1月29日開催 （定款変更について） 

            オンライン開催 出席者81人 委任状69人(会員) 

  ②理事会の開催 

     第1回：令和5年5月26日開催（総会議案承認等） 

     第2回：令和5年9月11日開催（令和5年度事業進捗状況等、臨時総会の開催等） 

     第3回：令和6年1月9日開催（定款変更案） 

     第4回：令和6年3月26日開催（令和6年度事業計画、活動予算等）      

  ③会員数 

令和5年度最終会員数：97か所（新規加入3か所、退会１か所、廃業等3か所） 

 

２．事業の実施状況 

（１）自主事業 

  ①講演会の実施（公益事業） 

    ・特別講演会「就労継続支援事業所のあるべき姿」  講師：村木太郎氏 

      開催日：令和 5年 5月 26日（金）  参加人数：48人 

 

  ②共同企画による販売・受注の実施 （収益事業） 

    ・よりよい暮らしのために 2024の発行に向け準備中 

      発行時期：令和 5年 12月 発行部数：5850部 

    ・共同企画による販売会等の実施 

      企画販売会の企画と実施 

      鳥取県庁地下売店販売 毎月実施（延べ 36か所の事業所出店） 

        ＊今年度より会員事業所以外の出店も可能とした 

 

 

 

 

 



 

 

 ③情報交換及び、情報収集と発信 （公益事業）    

    ・会員限定メール配信（制度、研修、時事ネタ等配信）（定期毎月 1回） 

その他必要に応じて随時送信 

・SNS（Instagram）による事業所商品紹介、イベント開催案内等（随時） 

・事業所間情報交換 

  A型協議会事例報告会への参加 

    1回目 4月 26日、2回目 8月 25日、3回目 3月 13日 

  鳥取八頭地区就労部会への参加 6月 30日 

  西部自立支援協議会福祉就労部会への参加 9月 22日、3月 15日 

  西部自立支援協議会当事者の声を聞く会 3月 20日  

  ④調査研究事業（公益事業）          

    ・各県センターネットワーク協議会メンバーとの情報交換 

      各都道府県振興センター等ネットワーク協議会職員研修・交流会 7月 21日(神戸市）       

    ・国の動向、他県の事例等を参考に今後のセンターの事業等検討 

      厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部訪問 9月 14日 

農福連携事業調査の実施 アンケート 10月 

      令和 5年度補正予算等について厚労省と意見交換 12月 28日（オンライン） 

  ⑤その他 

    ・第 4期鳥取県工賃 3倍計画策定（鳥取県）オブザーバー  

    ・とっとり SDGsネットワーク会議の参加及び活動等連携 

 

（２）障がい者の働き・自立のための工賃向上事業（鳥取県委託事業） 

①相談対応、事業所情報収集等 

  ・相談件数 計 153件（事業所等 129件、その他 24件）  

・事業所情報収集（全事業へ調査票送付、回収率 79.2％ 12月末） 

  ・各種助成金情報等の収集・提供 

  ②共同受注窓口機能の強化 

   ・相談件数 計 55件（行政 13件、企業等 42件） 

   ・受注案件事業所調整（新規案件調整、継続案件確認等） 

   ・事業所共同販売等実施 

     オンライン販売：マジェルカオンラインショップに移行（7月） 

       https://shop.majerca.com/?mode=grp&gid=2867640         

チラシ販売：県庁、日本海新聞社等 7回実施 

県イベントに合わせて共同販売の実施 

9月手話パフォーマンス甲子園 3日間 

11月あいサポフォーラム 3日間 

ナンバホームセンターでの販売：2月 15～28日 

https://shop.majerca.com/?mode=grp&gid=2867640


 

 

ハートフルコーナー（マルイ、ホック、丸合）サポート 通年：4 事業所 

全国ナイスハートバザール出店支援 ・2024年 2月 23～27日（愛媛県松山市） 

＊出店事業所販促動画作成（振興センターHPより視聴できます） 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/ 

・地域・企業等のネットワークの構築 

 地域・企業等との共同販売イベントの実施 

 情報収集及び企業等への情報発信 

 

 

 

 

 

③事業所類型に沿った支援の実施 

   【共通の支援】  

・事業計画策定について  

・助成金等採択後の事業実施進捗状況等確認  

【自主的事業展開をする事業所支援】 

・一般流通販売に向けての支援 

 FCPシート作成支援、価格設定、受発注に関する支援  

・オンラン販売に向けての支援  

写真の撮り方、送料に関すること、商品アピール内容等  

・商品開発に関する支援  

生産体制の確認、原料等の確認、品質表示等・自主事業の展開促進 

     ・商品力向上ワークショップ 

ワークショップの実施：7月 11･12日開催 

フォローアップオンライン MTG:8.9.10月実施 

・ブラッシュアップ商談会 1月 11･12日開催 

        【施設外就労・受託作業組替等の促進】 

・斡旋、調整等サポート 

    【運営基盤安定促進】 

・新規事業所ヒヤリング訪問・相談対応等 

・利用者特性に応じた安定した作業確保 

  先進地の視察（社会福法人 扶老会 障害福祉サービス事業所 サムラ） 

11月 23･24日 目的:工業用ウエスの仕入れ・生産・販売状況を把握する為 

事業・システム説明会（鳥取市内）  

1月 22･23日 内容：企業による多様性に対応できる作業支援について    

【専門家の派遣】 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/


 

 

専門家派遣の概要及び申込について全事業所に案内、申込のあった事業所に対し専門

家派遣を実施した。 

 9事業所に派遣（出前研修、商品開発、新規店舗開店、人材育成等） 

  ④就労支援における「人づくり」プログラムの実施 

    ・基礎編（新人職員等対象） 

      実施日：5月 31日（鳥取）、6月 1日（米子）開催 

      内容：ビジネスコミュニケーション、就労継続支援事業とは 

・中級編研修（賃金工賃目標達成指導員、職業指導員、サービス管理責任者等対象） 

実施日：(前編）動画視聴 9月 8日（金）～9月 25日(月) 

 （後編）リアル研修 10月 4日(米子) 

内容：収益力向上のためのアクションプラン   

・トップ・リーダー編研修（管理者、幹部候補職員等対象） 

 実施日：12月 5日（米子） 12月 6 日（鳥取） 

内 容：B型事業は利用者育成を目指すところ  

事業推進に欠かせない職員育成について  

工賃向上に向けた取り組み 

⑤-1事業所間ネットワークの構築 

  ・A型事業所協議会のサポート  

「事例・実践報告会」4月（12事業所参加）、8月（11事業所参加） 

「先進地視察」同行 9月（7事業所） 

「セミナー開催」3月（11事業所） 

    ・受託作業共同受注情報交換等 

      ウエス作業説明会 9月（7事業所） 

      現地視察及びオンライン視察 11月、2月（3事業所） 

    ・データ作業共同受注 

データ入力作業説明会 1月（データ入力事業所にて実施） 

  ⑤-2全国の事業所支援機関との連携 

  ・全国都道府県振興センター等ネットワーク協議会意見交換会：7月（神戸市） 

  ・滋賀県社会就労事業振興センターとの情報交換：4月 (鳥取市) 

  ・長野県セルプセンター協議会との情報交換：6月 (鳥取市) 

  ・中四国社会就労センター協議会施設長会参加：12月 

  ・全国都道府県振興センター等ネットワーク協議会オンライン意見交換会：12月 

  ⑥振興センター職員の支援力向上のための人材育成 

    ・内部学習会の実施：7月、8月、12月、2月 

・全国の工賃向上、地域連携等の好事例視察 

       視察先：社会福祉法人フォーレスト八尾会 おわらの里（富山県）6月 

・各県振興センター等職員合同研修会に参加（神戸市）7月 



 

 

・経営力アップセミナーに参加 （松江市） 1月 

 

（３）地域づくり農福連携モデル事業（鳥取県委託事業） 

  ①地域づくり農福連携モデル事業の実施 

   ・モデル的事業展開事業所へのコーディネート等（個別対応） 

   ・先進地視察 

     視察先：特定非営利活動法人 縁活 おもや・あるきだす（滋賀県） 

日 時：令和 5年 9月 27～28日 

 

 

 

 

 

   ・専門家派遣による支援 

専門家派遣の概要及び申込について全事業所に案内、申込のあった事業所に対し専門家

派遣を実施した。 

9事業所に派遣（農福連携事業推進支援、技術支援、ヒヤリング訪問等） 

②農福連携の意識啓発・情報発信及び地域ネットワークの形成 

  ・圏域農福連携コーディネーターとの情報交換：7月実施 

   ・鳥取県と兵庫県の農福連携体制に関する意見交換会への参加：12 月 

・鳥取県農福連携 PT 会議への参加 

・地域ブランドの各県連携ネットワークの取組 

地域ブランドネットワークの取組 TOTTORIFOODSPROJECT 会議の実施 

  全 4 回（4 月、6 月、9 月、12 月） 

    ・「農産物・農産加工品の付加価値向上ワークショップ」の開催 

開催日：2023 年 12 月 4 日（境港市） 

内容：セレクトした商品に対し、講師より助言をいただく。 今後パッケージデザイ

ン等見本をもって事業所へ提案をする。 

 ＊動画作成（振興センターHPより視聴できます） 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/ 

・農福連携セミナー 

      開催日：令和 6年 2月 9日（倉吉市） 

      内容：基調講演：「大隅半島の農福連携と全国的な取組みについて」  

             ：｢ゆずりは会の農福連携について」 

講師 NPO 法人たがやす 理事 天野 雄一郎氏  

 社会福祉法人ゆずりは会 菜の花 施設長 小渕 久徳氏  

＊アーカイブ配信（振興センターHP より視聴できます） 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/


 

 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/ 

・第 1回農福連携コンテストの実施 

開催日：令和 6年 2月 9日（倉吉市） 

      内容：エントリー事業所によるプレゼンテーションの実施 

         審査員による審査にて採点・評価 

      エントリー事業所：8事業所（グランプリ賞：いちごの広場） 

＊事業所プレゼンテーションの様子（振興センターHPより視聴できます） 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/ 

 

 

 

 

 

③マルシェの開催及び出展支援 

・マルシェの開催（県内各圏域、全 6回） 

 『ノウフクマルシェ in●●』として開催       

6月 10・11 日：食のみやこフェスティバル内（倉吉未来中心） 

      9月 22日：農産物直売所アスパル（日吉津村） 

      10月 16・17 日：食パラダイス鳥取県いなば農産物フェスタ(わったいな） 

      11月：農産物直売所アスパル（日吉津村） 

      2月 10日：イオン米子駅前店（米子市） 

      3月 15日：農産物直売所アスパル（日吉津村） 

内容：事前チラシ注文（6月、10月、2月） 

当日物品販売（農産物、農産加工品等） 

  ④県外で開催されるマルシェへの出店支援 

・農福連携マルシェ in 中国四国 ：10 月（岡山市）出店事業所：1 事業所 

・ノウフクマルシェ in いしはら商店： 12 月（神戸市）出店事業所：2 事業所 

 

 

 

 

 

（４）とっとりモデルの共同受注体制構築事業(ワークコーポとっとり) 

  ①共同作業場の運営管理、衛生管理及び作業環境と安全管理 

    ・参加事業所の調整 

参加事業所 7事業所  

参加人数 延べ参加人数 5,021人 1日平均 21名（1事業所 Max10人、mini2人） 

https://sinko-tori.com/kochin-kojou/
https://sinko-tori.com/kochin-kojou/


 

 

・帳票類整備及び運用 

・環境整備・安全衛生管理等 

  全館燻蒸、全体清掃、エアコン清掃等実施 

  定期害虫点検・害虫駆除、避難訓練、計量器点検等の実施 

  ②生産管理の徹底と事業所利用者の就労スキルアップ向上 

    ・企業との納期に合わせて、日々の生産数調整を図る 

    ・不具合が生じた場合、仕様変更等必要に応じて実施。 

    ・作業場内ルールの徹底を事業所職員と共有 

    ・個々の利用者の作業スキルに応じ、各事業所の生産量の調整 

    ・作業スキル向上に伴う、利用者の意識変化を事業所職員と共有 

③各事業所の事業所内作業の確保と体制づくり 

    ・外注事業所 12事業所（延べ作業人数 10,767人） 

    ・新規取引事業所との調整 

    ・繁忙期等、品質保持・納期確認等頻繁に実施 

    ・不具合が生じた場合、即対応できる体制を整えた 

  ④企業との調整 

    ・取引企業等（行政含む） 19か所 

売上額：約 36,000千円 

    ・継続受注取引先との調整を行い安定した受注の確保。特に閑散期の作業確保等徹底 

    ・特に繁忙期に対応できる生産体制と納品体制を整えた 

⑤その他：ワークコーポ視察等 

4/14 滋賀県社会就労事業振興センター 4名 

5/31 山口県社会就労事業振興センター 1名 

6/16 長野県セルプセンター 3名 

9/21 鹿児島セルプ 3名 

 


